
医学部予備校ACE Academy 確認テスト 
テスト３：数3 基礎問題精講（演習）① 
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「動径がx 軸の正方向からどれだけ回転しているか」

を示すものですから，特に断わりがない限りは， 00 孟()<360 0 で考えます.
以上のことからわかるように，複素数を極形式の形で扱うときは， 三角関数
(数学 II) の知識が必要になります.

‘絶対値を求める

‘絶対値でくくる

y  

Izl=訂芋3 = 2 だから，
+(-立川l2 '， 2"/) 

=2(cos3000 +  isin3000 )  
園 z=  2(cos 600  - i  sin 600 ) は極形式ではあり
ません. それは，定義によると cos() とisin () 
は符号+ でつながなければならないからです.
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argω=600 だからz +l  ω=- zー とおくと， lull= 2，(2)  

ω=2(cos 600 +  isin600 )  = 1  + 1 3  i  
よ=!3iz  z + 1  = l +! 3i  1 +士= 1 +ふ =z  
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4 きちんと極形式の形に
あわせる‘cosll=O.  sinll=-l 
をみたす O は 270.

!複素数 z について， Izl=r， argz=e のとき，
jz =ァ(cose+isine) と表せる

三ポイント

z =立を極形式で表せ.1+i ただし， 0。壬argz<3600 とする.

z を極形式で表せ.件よ1=2，叫 ( 与1 ) =即のとき，
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第 2章複素数平面

領域 (11)

不等式 Izl孟1，(l-i)z+(l+i)zミ2 を同時にみたすzの存在する領
域を D とする. このとき，次の間いに答えよ.
(1)  D を図示せよ (2) Izlの最小値を求めよ.

図 と同様に， 2つの手段が存在しますが，(l-i)z+(l+i)五= 2 の
図形的意味がよくわからないので，z = x +仰とおきましょう.

(1)  z = x + y i とおくと
Izl豆1 戸三 Ix +阿国1 X 2+ y2孟1 .…・①
また，(l-i)z+(l+i)五孟2
手ゴ (l- i)(x+れ)+(l+i)(x- yi)孟2 y  

x + y孟1 .…・-②
①，②をともにみたす (x，y) は右図の斜線
部を表す. ただし，境界も含む.

(2)  Izl は原点と領域D 内の点との距離を表すので，
最小値は z がO から直線 x + y= l におろした垂線の足と一致するとき.
よって， 求柏め

V 桁いン川川ト川 :複閑素轍数向平咽面一の淵軌馴跡跡鵬恥は山い一まct z =一………=勺干叩z叶内印+旬+ y i似i 品掛ゆ町い阿1叱Uて Z
iとuの関係式を求める手段が最後の切り札

不等式 Iz-11孟1，(1-2i)z+(1  +2i)z壬6 を同時にみたすzの
存在する領域をD とする.
(1)  D を図示せよ. (2)  Iz-il の最大値，最小値を求めよ.
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(2)  (1)より ，Xl， X2は f'(X)=o の2解，すなわち， ①の2解だから，
解と係数の関係より
X l + X 2 = - 2 b  ..…・②， XIX2= 一α+ 2 b

Z l + b  f(Xl)= において， ②，③より/ + 2 X l +α 

b =ーヰ主，a=-XIX2-(Xl+X2) 

x l + b =す(XI-X2)，

-・①

‘この式の分母に
x，+ l がでてくるは
ずと考えてよい

X / + 2 X l +α= X / + 2 X I - X必一 (Xl+  X2) =  (Xl - X2)(Xl +  1) 
よって， f(ぬ)=--;;ん X I - Xz - - -L - (Zlキぬより)

¥ (  _ j 竹一 2(Xl+  1) 
(ωZぬ肘1汁A川+刊刊l)f(νfパ(Xぬ山l

(同3幻) α= 3，b = 1 のとき， ①より X =一1士j 2
ぬくぬだから，Xl=一1 + 1す，x2= - 1 -j 2  

1  ゆえに， 極大値は f(Xl) =τアn ， ‘(2)の結果に代入

ミポイント
2旬 2

極小値は f ω =一古
関数 f(x) において，1'(α)=0 であっても x =αで
極値をとるとは限う芯い
x =αの前後で !'(X) の符号の変化も調べなければな

2+(2sinθ+  1)x+2 sin fJ+cos2。f(x)=.:!_ について，次の間いx + 1  

に答えよ. ただし， - Z < O< 互とする.2  - v  - 2  
(1)  f'(x) を求めよ.
(2)  f(x) の極小値が - 1 になるように，fJ の値を定めよ.
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国 3 この関数は，x = 2 では定義されません. このようなときには，
増減表に，x = 2 の欄も用意します.

(タテ型漸近線)
lim  j ( x ) = +∞( または一∞) ，あるいは
z → a + O  

lim  j ( x ) = +∞( または一∞) のどちらかが成りたてば，
Z→α- 0  

直線 x = αが漸近線.
(ヨコ型漸近線)
limj(x)=a (または li m j(x)=α) が成りたてば， 直線 ν=α が

漸近線.
(ナナメ型漸近線)

lim中 = a，li m (J(x)一ω )= b のとき，(x→一∞でもよい)
ヱー。o . L X → 国

直線 ν=αx+b が漸近線.
また，分子，分母ともに整式であれば次のようなこともいえます.
・x =αで分母が 0 となるならば，直線 x =αが漸近線
-分母の次数孟分子の次数のとき，ヨコ型漸近線がある
・分母の次数+ 1 = 分子の次数のとき，ナナメ型漸近線がある

(ゆ演習問題 77)

ミポイント
u = m z + n +f z のとき
2直線 x = ρ，y = m x + n が漸近線

x 2+ 2 x - 2  y =一一一一一一の増滅，極値，漸近線を調べてグラフをかけ.x + 3  

共有点の個数が，与えられた方程式の異なる実
数解の個数と一致する.
よって，異なる実数解の個数は， αの値によ

って，次のようになる.
l k - 2 7 のとき O個
α= - 2 7 のとき 1個
α> -27 のとき 2個
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困 3 i異なる実数解の個数」とは「重解は lっと数える」という意味
です. たとえば，この基礎問で，a = O のときを考えると
x 3(x-4)=0 が与えられた方程式ですが，「この方程式の実数解は
x = O と x = 4 の 2個」といういい方はおかしく，正しくは「この方
程式の異なる実数解は 2個」というべきです. ただし，個数がテーマ
でなければ「この方程式の実数解は，x =O と x=4J といってもかま

件数学 II. B回国)

と答えればよいのですが，y = x4- 4x3 と y = O (x軸) が接
していると思えない人はいませんか?
「接する」ことを右図のようなイメージでとらえて
いると，このように誤解してしまうことになります.

y = x4- 4 x3 上の点 (0，0)における接線を接
i 線公式( ゆ数学 II. B 図 ) で求めてみましょう .
y = O となるはずです

唱3 ポイント j定数αを含んだ Z の方程式は，j (x )= αと変形し，
:  y =  j(x) と y =αのグラフを利用する

に少なくとも l個の実数解をもつように G の値の範囲を定めよ.



 

 

 
 
 

 

 
 

 

 


